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４ 組 11 人／ 28 人中
夫婦・ 親子での参加
４ 組 8 人／ 30 人中
夫婦・ 親子での参加
















1 組 2 人／ 23 人中
























































































防災 4 6 10 
どちらでも 2 2 4 
























































参加 12 21 33 
不参加 5 10 15 
 
「参加したい」と回答した意見としては，「参加
したいと思いました．普通のいわゆる“旅行”のよ
うな楽しいものとはまた違ったものを自分の身を
持って体感できるのが“防災ジオツアー”だと思う
からです．」，「自分の知識を増やすといった形で
教育の一環としては参加してみたいです．リスクマ
ネジメントなどと関連がありそうなので興味がわき
ました．しかし，一般としてツアーとして参加する
にはイメージが堅すぎるなあと思いました．」，
「ツアーというと楽しいもの，娯楽というイメージ
が強かったですが，防災ジオツアーは参加しなけれ
ば学べない価値というものを感じ，学びにお金をか
けることも重要だと思ったからです．」，「これは
面白そうという風に思ったからではなくて，ガイド
というものに私が興味をもっているので経験のため
に参加したいと思いました．」といった意見があっ
た． 
 一方で「なんで私がわざわざ行かなければならな
いんだろうという感情が湧いてしまって行く気には
ならない．」，「防災ツアーよりも他の楽しそうな
ツアーに参加してみたいと思うからです．」といっ
た正直な感想も寄せられた． 
 
 
６．まとめと今後の課題 
  
 本稿では，ワダイの防災ジオツアー分析および和
歌山大学観光学部学生へのアンケート調査から，ワ
ダイの防災ジオツアーの取り組みの展開可能性と今
後の課題について整理した． 
 モニターツアーの分析からは，防災ジオツアーが
多世代や家族内で防災について考えるきっかけとな
る可能性が確認された．一方で，防災ジオツアーを
継続的に実施していくためには，ツーリズムとして
の価値を高めツアー単価を上げることや土産物販売
などの波及効果から利益を得ることも考える必要が
あることが分かった． 
 また，防災ジオツアーが企画に関わった南紀熊野
ジオパークガイドの次の活動や地域活動にも波及し
ていることが明らかとなり，ツアー単体ではなく地
域の防災活動の展開に寄与していることも確認でき
た． 
 和歌山大学観光学部学生のアンケートからは，若
い世代の参加が少ないといった課題に対して，観光
を学ぶ学生視点の前向きな提案が集められたととも
に，和歌山大学内での広報不足といった課題も顕在
化した． 
 今後は，観光学部学生の意見を反映し，企画も含
めた和歌山大学生への参画を意識して取り組みを進
めていくことが必要である． 
 
謝辞:南紀熊野ジオパーク推進協議会からはワダイ
の防災ジオツアーの開催にあたって多くの支援とご
助言を頂いた．東エリアを中心とした南紀熊野ジオ
パークガイドの会の皆様にはワダイの防災ジオツ
アーの際の行程の計画やガイドの手配において多く
の支援を頂いた．本研究の一部は和歌山大学平成26
年度独創的研究支援プロジェクトおよびJSPS科研費
25242037，JSPS科研費16K06673の支援を受けて行
われたものである．ここに記して感謝の意を表す次
第である． 
 
参考文献 
1) 本塚智貴，江種伸之，後誠介：防災ジオツアーによる
地域振興支援の取り組み，和歌山大学防災研究教育セ
ンター紀要，Vol.1，pp.29-34，2015. 
2) 日本ジオパークネットワークHP，< http://www.geopark.
jp/activity/education/working_group.html>，2017年12月15
日アクセス． 
3) 間中光：災害復興における観光の役割と課題-インドネ
シア・ムラピ山噴火災害を事例としたダークツーリズ
ムの再定位-，観光学評論，Vol.5, No.2，pp.215-230，
2017. 
 
（2017.12.15受付） 
 
